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木
村
毅
『
西
園
寺
公
望
』（
書
物
展
望

社
・
昭
和
8 （
１
））
は
、西
園
寺
公
望
（
１
８
４
９

-

１
９
４
０
）
の
半
生
を
戯
曲
仕
立
て
で

回
顧
す
る
。
刊
行
当
時
、西
園
寺
83
歳
。

自
由
の
窒
息
し
て
ゆ
く
時
局
に
あ
っ

て
、「
最
後
の
元
老
」
と
し
て
首
相
奏

薦
の
任
に
当
た
る
が
、
す
で
に
そ
の
前

半
生
は
伝
説
の
靄
に
紛
れ
て
い
た
。
10

代
で
戊
辰
戦
争
に
従
軍
の
後
、
フ
ラ
ン

ス
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
青
年
期
の
滞
欧

は
10
年
に
及
ん
だ
。
そ
の
間
、
パ
リ
・

コ
ミ
ュ
ー
ン
を
目
撃
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に

法
律
を
学
び
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ク
レ
マ

ン
ソ
ー（

２
）、
エ
ド
モ
ン
・
ゴ
ン
ク
ー
ル（
３
）ら

当
代
の
名
士
と
交
遊
し
た
。
帰
朝
後
、

留
学
仲
間
の
中
江
兆
民
、
光
妙
寺
三
郎（

４
）

ら
と
共
に
、
自
由
民
権
運
動
に
呼
応
し

て
『
東
洋
自
由
新
聞
』
を
創
刊
、云
々
。

　

木
村
の
戯
曲
の
第
三
幕
「
星
旗
楼
」

の
場
で
は
、
パ
リ
の
カ
フ
ェ
・
ア
メ
リ

カ
ン
を
舞
台
に
、
西
園
寺
、
兆
民
、
光

妙
寺
に
加
え
、
女
流
作
家
ジ
ュ
デ
ィ
ッ

ト
・
ゴ
ー
チ
エ
（
１
８
４
５-

１
９
１
７
）

が
登
場
す
る
。

　

ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
は
、
小
ロ
マ
ン
派
の

詩
人
テ
オ
フ
ィ
ル
・
ゴ
ー
チ
エ
の
娘
で
、

東
洋
趣
味
の
鼓
吹
者
と
し
て
知
ら
れ

た
。
劇
中
、
西
園
寺
が
執
筆
に
協
力
し

た
戯
曲La m

archande de sourires

（「
笑
を
ひ
さ
ぐ
者
」、
芸
者
の
こ
と
）

が
話
題
と
な
る
が
、
両
人
の
共
同
制
作

と
し
て
と
り
わ
け
名
高
い
の
が
、
こ
こ

に
紹
介
す
るPoëm

es de la Libellule

（「
ト
ン
ボ
の
詩
集
」）
で
あ
る
。

　

和
歌
88
首
か
ら
な
る
詞
華
集
で
、

１
８
８
５
年
に
ジ
ロ
オ
社
か
ら
刊
行
。

「
日
本
帝
国
天
皇
陛
下
参
与　

西
園
寺

氏
」
の
逐
語
訳
を
基
に
重
訳
と
あ
り
、

巻
末
に
そ
の
逐
語
訳
が
載
る
。
冒
頭
に

古
今
和
歌
集
仮
名
序
を
置
き
、
頁
ご
と

に
フ
ラ
ン
ス
詩
の
脚
韻
を
踏
ん
だ
訳
詩

1
首
を
配
す
る
。
こ
れ
ら
の
訳
詩
に
つ

い
て
は
、
歴
代
の
紹
介
者
た
ち
に
よ
っ

て
原
歌
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が
、

逐
語
訳
・
韻
文
訳
共
に
創
作
性
の
高
い

テ
ク
ス
ト
で
あ
る
た
め
、
特
定
に
至
ら

な
い
も
の
も
残
る
。西
園
寺
の
帰
国
は
、

１
８
８
０
年
10
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

逐
語
訳
の
成
立
は
そ
れ
以
前
と
考
え
ら

れ
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
に
よ
る
推
敲
作
業

に
は
、
在
仏
公
使
館
付
書
記
官
と
し
て

１
８
８
３
年
に
再
渡
仏
し
た
光
妙
寺
の

大
おおも り

森 　 健
け ん ご

吾

Poëmes de la Libellule ――『蜻蛉集』

巴里へ飛んだトンボ

今 月 の 一 冊

　Pour cueillir la branche
Dont l’eau berce la couleur
　Sur l’eau je me penche :
Hélas! j’ai trempé ma manche
Et je n’ai pas pris de fleur! 
(LA PRINCESSE ISSE)

（原歌）
春ごとにながるる川を花と見て
折られぬ水に袖やぬれなむ　

伊勢
（古今集　巻第一・春歌上 43）

国立国会図書館の蔵書から
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協
力
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

挿
絵
の
ヤ
マ
モ
ト
と
あ
る
の
は
、
パ

リ
留
学
中
の
洋
画
家
・
山
本
芳
翠（

５
）で
あ

る
。
標
題
紙
に
描
か
れ
た
ト
ン
ボ
は
、

4
枚
の
羽
が
紙
葉
に
変
じ
、「
蜻
蛉
集
」、

「
千
八
百
八
十
四
年
春
」、「
志
由
知
津

堂
阿
良
者
須
」（「
じ
ゅ
ぢ
つ
と
あ
ら
は

す
（
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
著
す
）」
と
読
み

下
す
よ
う
で
あ
る
）、「
山
本
画
」
の
文

字
が
見
え
る
。
ト
ン
ボ
（
あ
き
づ
）
は

豊
穣
を
表
す
昆
虫
と
さ
れ
、
日
本
の
古

称
「
あ
き
つ
し
ま
」
に
通
じ
る
こ
と
か

ら
、
日
本
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し

て
好
ま
れ
た
。
歌
の
掲
載
頁
に
色
を
変

え
て
刷
ら
れ
た
8
種
類
の
図
柄
を
配
す

る
ほ
か
、
多
色
刷
り
の
一
枚
絵
が
7
葉

あ
る
。

　

詩
は
絵
の
ご
と
く
―
―U

t pictura 

poesis

。
本
書
は
、
画
文
一
体
で
日

本
美
を
伝
え
た
傑
作
と
さ
れ
、
ジ
ュ

デ
ィ
ッ
ト
の
サ
ロ
ン
が
文
壇
で
重
き
を

な
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス

ム
（
日
本
趣
味
）
を
代
表
す
る
出
版
物

と
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
る
に
、
刊
行

直
後
に
本
書
を
入
手
し
た
イ
タ
リ
ア
の

詩
人
ガ
ブ
リ
エ
ー
レ
・
ダ
ン
ヌ
ン
ツ
ィ

オ（
６
）
は
、
洋
画
を
学
ん
だ
芳
翠
の
絵
に
、

詩
文
と
同
じ
翻
訳
臭
を
感
じ
る
と
し

た
。

　

ち
な
み
に
、
献
辞
は
光
妙
寺
に
捧
げ

ら
れ
、「
こ
よ
な
く
愛
す
汝
が
島
国
の

花
々
を
手
向
け
に　

涙
に
く
れ
る
空
の

下
、
そ
の
色
、
香
し
い
魂
を
、
ど
う
か

お
汲
み
あ
そ
ば
せ　

Ｊ
．
Ｇ
．」（
筆

者
訳
）
と
、
な
か
な
か
意
味
深
で
あ

る
。
光
妙
寺
は
、
刊
行
前
年
の
9
月

に
、
公
使
と
の
不
和
が
元
で
帰
国
命

令
を
受
け
、
離
仏
し
た
。
標
題
紙
の

「
千
八
百
八
十
四
年
春
」
は
、
た
ん
に

作
画
時
期
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

パ
リ
の
空
の
下
、
共
に
過
ご
し
た
日
々

の
記
念
と
み
る
の
は
読
み
過
ぎ
か
。
木

村
の
作
品
は
、
二
人
の
深
い
仲
を
匂
わ

せ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
明
治
初
年
の
巴
里
の
青
春

を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
て
、
今
も
色
褪
せ

ず
に
残
さ
れ
て
い
る
。

発行部数は、50 フランの通常版 800 部と 200 フランの豪華版 20 部。
後者は、木箱入りの仮綴じで、ジュディットのサインと芳翠の水彩画が
添えられたという。当館所蔵本は、背皮と表紙の一部が革製。表紙裏
の蔵書票には、「BIBLIOTHEQUE DU CHATEAU DES ROZAIS 1908」７と
ある。ただし、サインや原画は確認できず、通常版を持ち主が装釘し
直したものと考えられる。

留学時代の西園寺
（安藤徳器 編『陶庵公影譜』

昭和 12< 請求記号　306-6>）

ジュディット・ゴーチエ
Judith Gautier

（ニューヨーク公共図書館蔵）

光妙寺三郎
（同左）

Judith Gautier (traduits du Japonais d’après la version 
litterale de M. Saionzi; illustrés par Yamamoto), Poëmes 
de la libellule. Gillot, [1885] <KH9-B13>

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8690318/
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木村毅『西園寺公望』書物展望社 , 昭和 8 < 643-5>
斎藤昌三８の書物展望社は、凝った造本で知られる。
本書も珍しい竹皮装である。

標題紙と献辞

1　木村毅（1894-1979）　文芸評論家、作家。明治文化研究会同人として『明治文化全集』刊行
に尽力。大衆文学研究でも知られる。『西園寺公望』の序文は、当時、リベラルな西園寺像
の再発見の気運が見られたとし、小泉策太郎、白柳秀湖らによる伝記執筆を挙げている。同
書は、これらの伝記や西園寺自身の筆になる『陶庵随筆』の挿話を巧みに織り込んでいる。

2　ジョルジュ・クレマンソー（1841-1929）　政治家。急進共和主義者エミール・アコラスの高弟で、
西園寺とは同門。第 3 共和政下の議会で雄弁を武器に台頭し、首相として第 1 次世界大戦を指導。
戦後のパリ講和会議で、日本全権委員の西園寺と再会する。

3　エドモン・ゴンクール（1822-96）　弟ジュール（1830-70）と共作した兄弟作家であり、日本美術の
蒐集家としても知られる。その日記は、19 世紀後半のフランス文壇・社会を総覧する資料とされ、
1875 年 10 月 16 日条ほかに le petit prince Sayounsi（西園寺）の名が見える。

4 光妙寺三郎（1849-93）　官僚、政治家。本誌 670 号の本欄参照。
5 山本芳翠（1850-1906）　洋画家。ブルターニュのジュディットの別荘「鳥たちの野」の離れには、

芳翠の装飾壁画が残されている。
6 ガブリエーレ・ダンヌンツィオ（1863-1938）　詩人、政治家。早稲田大学中央図書館蔵の『蜻蛉集』

は、ダンヌンツィオ旧蔵本とされ、直筆の書き込みが残る。
7 Château des Rozais　同名の邸宅がフランス北部ランスにある。
8 斎藤昌三（1887-1961）　出版人、著述家。発禁本の研究等で知られる。

（参考文献）
岩井忠熊『西園寺公望―最後の元老―』岩波書店 , 2003. <GK123-H4>
高橋邦太郎「蜻蛉集考」『共立女子大学紀要』12 輯 , 1966.11. pp.71-198. <Z22-185>
高 階 絵 里 加『 異 界 の 海 ― 芳 翠・ 清 輝・ 天 心 に お け る 西 洋 ―　 改 訂 版 』 三 好 企 画 , 2006. 
<KC229-H156>
吉川順子『詩のジャポニスム―ジュディット・ゴーチエの自然と人間―』京都大学学術出版会 , 
2012. <KR117-J6>
尾崎有紀子「『蜻蛉集』とダンヌンツィオ―「西洋うた Outa occidentale」新資料をめぐって―」

『比較文学年誌』46 号 , 2010.  pp.89-109. <Z12-77>
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差出人が「いばった」文書？
木
き の し た

下  竜
り ょ う ま

馬

中世の古文書を読んでみよう 1
資料の世界の歩き方

足利義満の花押

袖
そで

奥
おく

文書の奥に受取人の名前が
記されていない。尊大な御
判御教書の形式。

宛先（後家尼留阿号北）
が本文中に含みこま
れている。

永和 5 年（1379）3 月 8 日付足利義満御判御教書
（国立国会図書館所蔵「佐々木家文書」）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2540697/23

　

中
世
の
古
文
書
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
き

に
は
、
本
文
だ
け
で
は
な
く
、
文
書
の
書
き

方
（
文
書
様
式
）
を
読
み
解
く
こ
と
が
、
よ

い
理
解
に
つ
な
が
り
ま
す
。
中
世
人
は
、
多

く
の
文
書
様
式
の
約
束
事
を
前
提
と
し
て
文

書
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
伝
え
る
内
容
お
よ

び
差
出
人
と
受
取
人
の
関
係
に
よ
っ
て
、
文

書
様
式
は
複
雑
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
見
せ

ま
す
。

　

今
回
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
所
蔵
の
一
通
の
文
書
を
題

材
に
、
文
書
様
式
の
観
察
か
ら
差
出
人
と
受

取
人
の
関
係
が
ど
れ
だ
け
分
か
る
か
を
示
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
図
に
掲
げ
た
の
は
、
永

①

②
③

新連載「資料の世界の歩き方」では、国立

国会図書館（NDL）の所蔵する資料のうち、

少し難しそうな資料を取り上げて、

その「よみかた」に触れる新コーナー

です。今月からしばらくは、中世、

すなわち鎌倉時代から戦国時代頃

の古文書を取り上げます。

資料の世界の歩き方 よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
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和
五
年
（
一
三
七
九
）
三
月
八
日
付
の
足
利

義
満
御
判
御
教
書 

（
以
下
、
本
文
書
）
で
す
。

室
町
将
軍
が
出
す
文
書
の
形
式
の
ひ
と
つ
が

「
御ご
は
ん
の
み
ぎ
ょ
う
し
ょ

判
御
教
書
」
で
あ
り
、
将
軍
自
身
の
花

押

（
御
判
）
が
書
か
れ
る
の
が
特

徴
で
す
。
差
出
人
は
室
町
幕
府
三
代
将
軍
の

足
利
義
満
、受
取
人
は
北き
た

と
い
う
女
性
で
す
。

北
の
夫
は
幕
府
の
有
力
者
で
あ
り
「
ば
さ
ら

大
名
」
と
し
て
著
名
な
佐
々
木
導ど
う
よ誉
で
す
。

導
誉
の
死
後
、
北
が
そ
の
所
領
の
一
部
を
相

続
し
た
こ
と
を
、将
軍
が
承
認
す
る（「
安
堵
」

と
い
い
ま
す 

）
の
が
、
本
文
書
の

要
旨
で
す
。

　

さ
て
実
は
本
文
書
、
差
出
人
が
と
て
も
い

ば
っ
て
い
る
様
式
な
の
で
す
。
二
点
に
分
け

て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
差
出
に
つ
い

て
。
御
判
御
教
書
の
場
合
、
丁
寧
な
形
式
で

あ
れ
ば
年
月
日
の
下
に
花
押
（
あ
る
い
は
名

前
と
花
押
）
が
書
か
れ
ま
す
。
年
月
日
よ
り

左
の
余
白
（
奥
）
に
書
く
と
、
や
や
尊
大
に

な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
本
文
書
は
、
文
書
の

右
の
余
白
（
袖
）
に
義
満
の
花
押
が
書
か
れ

て
い
ま
す
（
①
）。
袖
に
花
押
を
書
く
の
は
、

も
っ
と
も
尊
大
な
形
式
で
す
。
次
に
、
宛
先

に
つ
い
て
。丁
寧
な
御
判
御
教
書
で
あ
れ
ば
、

奥
に
受
取
人
の
名
前
が
記
さ
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
本
文
書
で
は
、
奥
に
宛
先
が
書
か
れ
ず

参考文書： 応永 17 年（1410）12 月 24 日付足利義持御判御教書
（京都府立京都学・歴彩館所蔵「東寺百合文書」マ函 82）  http://hyakugo.kyoto.jp/contents/detail.php?id=10733

参考文書では、差出人（足利義持）
の花押が年月日の下にあります1。
また、宛先（「当寺供僧中」）が奥（左
の余白）に書かれています2。

1

2

戦国時代まで個人の証明に印判（ハンコ）はあまり使われず、記
号的なサインの一種である花押が広く用いられました。中世にお
いて「判」といえば基本的に花押を指します。なお、原則花押は
本人の手によるので、本文書のうち花押だけは義満の自筆と考え
られます。その他はすべて書記役である右

ゆうひつ

筆が書くのが通例です。

「花押」
―かおう―

コ
ラ
ム
参
照

コ
ラ
ム
参
照

Column
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翻
刻　

　
　
　（花

（
足
利
義
満
）
押
）

近
江
国
甲
良
庄
内
尼
子
郷
事
、

任
二
亡
夫
佐
渡
大
夫
判
官
入
道
々
誉

譲
与
之
旨
一
、
後
家
尼
留
阿
号
北

領
掌
不
レ
可
レ
有
二
相
違
一
之
状
如
レ
件
、

　永
和
五
年
三
月
八
日

読
み
下
し

　
　
　
　（花

（
足
利
義
満
）

押
）

近
江
国
甲
良
庄
内
尼
子
郷
の
事
、

亡
夫
佐
渡
大
夫
判
官
入
道
々
誉

譲
与
の
旨
に
任
せ
、
後
家
尼
留
阿
〈
北
と
号
す
〉

領
掌
相
違
あ
る
べ
か
ら
ず
の
状
件く

だ
んの
如
し
、

　永
和
五
年
三
月
八
日

大
意　

　
　
　（花

（
足
利
義
満
）

押
）

近
江
国
甲
良
荘
の
中
に
あ
る
尼
子
郷
に
つ
い

て
、
亡
夫
で
あ
る
佐
々
木
導
誉
の
譲
渡
に
基
づ

き
、
後
家
で
あ
る
尼
の
留
阿
（
北
と
い
う
）
が

領
有
し
て
よ
ろ
し
い
。
以
上
。

　永
和
五
年
三
月
八
日

（
②
）、
文
書
本
文
の
な
か
に
宛
先
が
含
み
こ

ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
（
③
）。
こ
れ
も

か
な
り
尊
大
な
形
式
で
す
。

　

参
考
と
し
て
、
東
寺
百
合
文
書
の
足
利
義

持
御
判
御
教
書 

を
挙
げ
て
お
き
ま
す
（
以

下
、
参
考
文
書
）。
差
出
人
の
足
利
義
持
は

四
代
将
軍
で
、
父
義
満
の
文
書
様
式
を
お
お

む
ね
引
き
継
い
で
い
ま
す
。参
考
文
書
で
は
、

年
月
日
の
下
に
義
持
の
花
押
が
あ
り
（
1
）、

奥
に
宛
先
が
あ
り
ま
す
（
2
）。
こ
の
参
考

文
書
と
比
べ
る
と
、
お
な
じ
御
判
御
教
書
で

も
、
本
文
書
は
か
な
り
尊
大
な
様
式
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
参
考
文
書
の
受
取
人

が
京
都
の
大
寺
院
の
東
寺
で
あ
る
の
に
対

し
、
本
文
書
の
受
取
人
は
武
士
の
妻
で
す
。

本
文
書
の
尊
大
な
様
式
は
、
将
軍
の
武
士
に

対
す
る
支
配
が
、
寺
に
対
す
る
支
配
と
比
べ

て
と
て
も
強
固
で
あ
る
こ
と
の
反
映
な
の
で

す
。

◆　

◆　

◆

　

次
回
は
鎌
倉
幕
府
が
出
し
た
裁
判
の
判
決

の
「
よ
み
か
た
」
を
解
説
し
ま
す
。

「一所懸命」といわれるように、武士にとって自分の支配する土地はとて
も大事なものでした。その土地の支配を権力者が保証することを「安堵」
といいます。中でも将軍の安堵の文書はとても高い権威を誇ったため、
受取人は大切に保管しました。ちなみに、本文書では佐々木導誉の妻で
ある北が土地を安堵されています。当時、土地を女性が所有することは
ごく普通のことでした。

Column
「安堵」

―あんど―

近
江
国
甲
良
庄
内
尼
子
郷
事
、

亡
夫
佐
渡
大
夫
判
官
入
道
々
誉

号
北

（
絵
・
正し
ょ
う
ぼ保
五さ
つ
き月
）
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古
書
愛
好
家
の
友
人
か
ら
「
内
務
省
と

い
う
ハ
ン
コ
が
押
さ
れ
て
い
る
雑
誌
が
出

て
い
る
よ
」
と
連
絡
を
受
け
、
東
京
古
書

会
館
（
千
代
田
区
神
田
小
川
町
）
に
す
っ

と
ん
で
行
っ
た
の
は
一
昨
年
の
年
末
だ
っ

た
。
と
い
う
の
も
、
内
務
省
の
押
印
の
あ

る
「
雑
誌
」
と
い
う
の
が
非
常
に
珍
し
い

か
ら
だ
。

　

内
務
省
の
押
印
の
あ
る
「
図
書
」
は
近

年
、
出
版
史
に
興
味
が
あ
る
人
た
ち
の
間

で
話
題
で
あ
る
。
千
代
田
図
書
館
（
東
京

都
千
代
田
区
立
）
で
十
年
ほ
ど
前
「
内
務

省
委
託
本
」
が
大
量
発
掘
さ
れ
た
こ
と
は

耳
目
に
新
し
い
。
こ
の
委
託
本
を
元
に
図

書
館
が
学
者
と
研
究
会
を
組
織
し
毎
年
研

究
成
果
を
発
表
し
て
き
た（

１
）の
は
、
米
国
の

「
エ
ン
ベ
デ
ィ
ッ
ド
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン（

２
）」

と
い
っ
た
新
し
い
司
書
業
務
の
流
れ
と
も

符
合
し
、
感
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
「
委
託
本
」
は
ほ
ぼ

全
て
「
図
書
」、
つ
ま
り
単
行
本
や
年
鑑

の
類
で
、
図
書
館
で
い
う
「
逐
次
刊
行
物
」

（
雑
誌
や
新
聞
）
を
基
本
的
に
含
ん
で
い

な
い
こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

新
聞
、
雑
誌
も
ま
た
内
務
省
に
納
本
さ
れ

て
は
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、　

明
治
30
年

6
月
以
降
、
帝
国
図
書
館
に
移
管
（
交
付
）

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ら
し
い（

３
）の
で
、
新
聞

雑
誌
の
納
本
現
品
は
非
常
に
珍
し
い
も
の

な
の
で
あ
る
。

　

古
書
展
会
場
で
一
見
し
て
、
当
館
の
書

庫
で
出
納
し
た
憶
え
が
あ
る
「
内
務
省
交

付
本
」（
後
述
）
に
散
見
さ
れ
た
受
理
印（

４
）

と
お
な
じ
デ
ザ
イ
ン
と
分
か
り
、
さ
っ
そ

く
何
冊
か
買
い
込
ん
で
み
た
。

内
務
省
納
本
雑
誌
と
の
出
会
い

内
務
省
納
本
雑
誌
と
の
出
会
い

小こ
ば
や
し林 

昌ま
さ
き樹

国
立
国
会
図
書
館
に
な
い
本

See also...

「国立国会図書館にない本 戦前か
ら占領期の出版物」（612（2012
年 3 月）号）

「国立国会図書館にない本（続編）　 
戦前・占領期の雑誌を求めて」

（640/641（2014 年 7/8 月) 号）

「国立国会図書館にない本（続編）　
戦前・占領期の雑誌を求めて 2」

（663（2016 年 7 月）号）

『空乃旅』3 巻 1 号
（昭和 17 年 12 月30日発行）（昭和 17 年 12 月30日発行）
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納
本
現
品
の
流
れ
（
昭
和
前
期
を
想
定
）

　

明
治
の
初
め
か
ら
昭
和
20
年
ま
で
政
府

に
よ
る
出
版
物
の
検
閲
制
度
が
あ
り
、
出

版
物
を
内
務
省
に
届
け
る
義
務
が
出
版
者

に
課
さ
れ
て
い
た
（「
新
聞
紙
法
」
と
「
出

版
法
」
に
よ
る
）。
内
地
で
出
版
さ
れ
る

新
聞
紙
（
法
制
上
、
多
く
の
雑
誌
は
こ
れ

に
含
ま
れ
た
）
は
発
行
日
当
日
、
そ
れ
以

外
の
「
普
通
出
版
物
」（
図
書
や
一
部
の

雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）
は
発
行
日

の
3
日
前
ま
で
に
、
ど
ち
ら
も
2
冊
、
内

務
省
ま
で
郵
送
か
持
参
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　

2
冊
の
う
ち
1
冊
は
内
務
省
で
「
正
本
」

と
さ
れ
、
検
閲
作
業
上
の
書
き
込
み
が
な

さ
れ
、
発
禁
に
な
れ
ば
内
務
省
の
書
庫
へ

保
存
さ
れ
る
一
方
、「
不
問
」（
検
閲
を
パ

ス
）
と
な
れ
ば
東
京
市
立
の
各
図
書
館
へ

委
託
さ
れ
た
。
そ
れ
が
現
在
、
千
代
田
図

書
館
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
「
内
務
省
委

託
本
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
内

務
省
委
託
本
」
研
究
は
、
パ
ス
し
た
正
本

に
残
さ
れ
た
検
閲
の
痕
跡
を
分
析
す
る
こ

と
で
、
検
閲
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
も
う
1
冊
は
「
副
本
」
と
さ
れ
て

何
も
書
き
こ
ま
れ
ぬ
ま
ま
帝
国
図
書
館
へ

交
付
さ
れ
た
。
当
館
に
引
き
継
が
れ
、「
内

務
省
交
付
本
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
当

館
の
戦
前
分
の
蔵
書
の
大
半
を
占
め
て
い

る
。

　

た
だ
、
委
託
本
も
交
付
本
も
図
書
の
た

ぐ
い
が
ほ
と
ん
ど
で
、
大
量
に
あ
っ
た
は

ず
の
新
聞
、
雑
誌
の
納
本
現
品
が
正
本
、

副
本
と
も
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

は
ほ
と
ん
ど
問
わ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た

（
正
本
の
う
ち
発
禁
号
だ
け
は
現
在
、
米

国
議
会
図
書
館
に
あ
る（

５
）
）。
そ
の
一
部
が

七
十
年
以
上
の
時
を
経
て
、
古
書
市
場
に

出
て
き
た
の
だ
。

　

次
に
内
務
省
に
よ
る
「
痕
跡（

６
）」
に
注
意

し
な
が
ら
個
別
に
紹
介
し
、
最
後
に
今
回

出
た
納
本
現
品
の
来
歴
に
つ
い
て
推
論
し

て
み
た
い
。

『
空
乃
旅
』

―――
「
納
本
／
有
／
新
」
の
丸
印

　

本
文
10
ペ
ー
ジ
の
薄
冊
。
空
港
に
つ
い

て
の
概
説
や
、
横
山
隆
一
「
そ
ら
の
あ
れ

こ
れ
」
と
い
っ
た
マ
ン
ガ
記
事
、
ド
イ
ツ

滞
在
経
験
が
あ
る
学
者
に
よ
る
ル
フ
ト
ハ

内務省
検閲に使われた資料の主な流れ（昭和前期）

出版者 図書
正本

千代田図書館の
「内務省委託本」等の
かたちで現存。

帝国図書館

東京市立の
各図書館

交付

委託

持参
・
郵送 「内務省交付本」

国立国会図書館で
通常の資料として利用可能。
（大半がデジタル化済）

戦後米軍に接収され米国議会図書館（ＬＣ）などに渡った。
一部は国立国会図書館に返還された。

図書
副本

雑誌等

発禁処分など

問
題
な
し

検閲

※ 納本現品の流れ図は、『千代田図書
館蔵内務省委託本＆出版検閲コレク
ション』千代田区立千代田図書館　
2011.2＜請求記号 Y121-J6634＞
裏表紙のものがよい。『参考書誌研
究』（77）口絵13　2016.3＜請求
記号 Z21-291＞もある。目下、当
時の流れ図を入手し研究中。
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ン
ザ
航
空
利
用
の
回
想
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
記
事
が
3
つ
。
マ
ン
ガ
「
そ
ら
の
あ

れ
こ
れ
」
中
の
「
空
飛
ぶ
フ
ク
チ
ャ
ン
」

に
は
、「
敵
か
ら
鹵
獲
し
た
3
本
足
の
ボ

ス
ト
ン
型
は
今
で
は
日
の
丸
に
更
生
し
ま

し
た
が
、
私
は
其
の
飛
行
機
に
も
マ
ス
コ

ツ
ト
を
描
き
ま
し
た
」
な
ど
と
、
米
軍
爆

撃
機
に
横
山
が
「
ノ
ー
ズ
ア
ー
ト（

７
）」
を
描

い
た
話
が
あ
る
。

　

そ
う
、
こ
れ
は
大
日
本
航
空
の
機
内
誌
、

そ
れ
も
太
平
洋
戦
争
中
の
非
常
に
珍
し
い

も
の（

８
）。

　

旅
客
機
三
菱
Ｍ
Ｃ
‐
20
の
機
影
も
美
し

き
表
紙
に
は
「
納
本
／
有
／
新
」
の
丸
印
。

こ
れ
は
「〔
新
聞
紙
法
に
依
拠
す
る
新
聞

雑
誌
の
〕
納
本
ニ
ハ
表
面
ニ
左
記
ノ
印

押
捺
セ
ラ
レ
タ
シ
」
と
指
示
す
る
内
務
省

の
「
納
本
ニ
就
テ
ノ
注
意（

９
）」
に
基
づ
い
て
、

出
版
者
側
が
納
本
現
品
に
押
印
し
た
も

の）
（1
（

。「
新
」
は
新
聞
紙
法
が
依
拠
法
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
内
務
省
」
の

赤
丸
印
は
急
い
で
内
務
省
受
付
が
押
印
し

た
も
の
か
判
読
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

『
日
本
の
風
俗
』

―――
赤
丸
印
と
青
丸
印

　

10
月
号
の
表
紙
に
は
「
内
務
省
／
15
・

10
・
23
／
〔
新
聞
紙
〕」
の
赤
丸
印
が
、
12

月
号
の
ほ
う
に
は
「
内
務
省
／
15
・
12
・

-2
／
〔
出
版
雑
誌
〕」
の
青
丸
印
が
押
印

さ
れ
て
い
る
。
新
聞
紙
法
に
依
拠
し
た
雑

誌
に
は
赤
丸
印
を
押
し
、
出
版
法
に
依
拠

し
た
雑
誌
に
は
青
丸
印
を
押
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
同
じ
雑
誌
な
の
に
違
う
押

印
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
依
拠
法
を
出
版

者
側
が
途
中
で
変
え
た
か）

（（
（

、
内
務
省
の
受

付
者
が
間
違
え
た
も
の
。「
納
本
／
新
／

有
（
or
無
）」
の
丸
印
が
な
い
の
は
、
封

筒
に
あ
っ
た
か
、
直
接
持
参
さ
れ
た
か
ら

だ
ろ
う
。
印
刷
さ
れ
た
発
行
日
よ
り
受
理

印
の
日
付
が
1
日
遅
れ
な
の
は
ご
愛
嬌）

（1
（

。

　

こ
の
雑
誌
は
当
館
で
は
３
巻
4
号(

昭

和
15
年
4
月)

ま
で
し
か
所
蔵
し
て
お
ら

ず）
（1
（

、
こ
れ
ら
の
号
は
欠
号
と
な
っ
て
い
る
。

復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で）

（1
（

記
事
は

読
め
る
。

『
南
越
民
俗
』
創
刊
号

―――
創
刊
の
角
印

　

柳
田
国
男
の
「
郷
土
研
究
と
は
何
か
」

と
い
う
短
文
を
配
す
る
表
紙
に
、黒
色
「
創

刊
」
の
角
印
と
、
同
じ
く
黒
色）

（1
（

の
「
内
務

『日本の風俗』3 巻 9 号　10 月号（昭和 15 年 10 月22日発行）、
3 巻 11 号　12 月号（昭和 15 年 12 月1日発行）

『南越民俗』創刊号（昭和 12 年 7 月1日発行）
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国立国会図書館に「ある」本

明治 30 年 6 月以降、内務省
から帝国図書館への雑誌の受
付が原則行われなくなったため、
雑誌は主に出版社からの寄贈と
購入で収集された。
＜請求記号  雜 49-30＞

省
／
12・7・3
／（
出
版
雑
誌
）」の
丸
印
。

こ
の
「
創
刊
」
の
角
印
は
そ
の
押
印
の
無

造
作
さ
（
逆
さ
で
あ
る
）
と
、
丸
印
と
同

一
の
色
、
ま
た
内
務
省
部
内
月
刊
誌
『
出

版
警
察
報
』
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
に
同
じ
押

印
事
例
の
写
真
が
あ
る
の
で
、
内
務
省
で

押
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
創
刊
号

を
通
常
号
よ
り
も
注
意
深
く
扱
う
た
め
の

し
る
し
と
推
測
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
こ
の

現
品
の
本
文
に
検
閲
の
痕
跡
は
な
い
）。

　

復
刻
版
が
あ
り）

（1
（

、
他
の
号
が
福
井
県
立

図
書
館
な
ど
に
あ
る
が
、
原
本
創
刊
号
の

所
蔵
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
発
行

者
江
戸
喜
久
治
に
よ
る
「
編
輯
雑
記
」
に

創
刊
号
は
１
２
５
部
余
り
を
発
行
し
た
と

あ
る
。

『
月
刊
民
芸
』

―――
検
閲
の
痕
跡

　

実
は
こ
の
号
、
当
館
に
所
蔵
が
あ
る）

（1
（

。

そ
れ
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
内
務
省

に
よ
る
検
閲
の
痕
跡
が
あ
る
か
ら
だ
。
表

紙
に
「
内
務
省
／
昭
和
14
・
5
・
30
／
（
出

版
雑
誌
）」
が
押
印
さ
れ
て
い
る
の
は
よ

い
と
し
て
（
そ
れ
で
も
左
横
書
き
で
あ
る

あ
た
り
、
同
じ
用
途
の
ゴ
ム
印
に
も
変
遷

が
あ
る
こ
と
が
明
瞭
）、
表
紙
に
青
色
で

「
事
務
官
」
朱
で
「
瓜
生
」
と
い
う
丸
印）

（1
（

。

当
時
、
内
務
省
事
務
官
だ
っ
た
瓜
生
順

良
（
う
り
ゅ
う
・
の
ぶ
よ
し
、
１
９
０
５

-

１
９
８
２
）
だ
ろ
う
か
。
こ
の
検
閲
担

当
に
よ
る
書
き
込
み
と
同
様
に
興
味
深
い

の
は
冊
子
の
ヘ
リ
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
法

定
文
字
が
訂
正
・
捺
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

奥
付
も
同
様
に
訂
正
さ
れ
て
お
り
、「
昭

和
十
四
年
五
月
二
十
五
日
印
刷
納
本
」
部

分
の
日
付
を
ペ
ン
書
き
で
「
二
十
八
日
」

と
訂
正
し
、
発
行
者
浅
野
長
量
の
「
浅
野
」

の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
受
理
印
に
あ
る
よ
う
に
実
際
の

納
本
日
は
30
日
と
見
な
す
べ
き
で
、
と

す
る
と
「
印
刷
納
本
」
日
の
み
建
前
上

の
日
付
（
28
日
）
と
す
れ
ば
受
理
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。

『
江
戸
読
本
』

―――
削
除
改
訂
版

　

8
月
号
の
ほ
う
に
は
「 

内
務
省
／
昭
和

14
・
7
・
11
／
（
出
版
雑
誌
）」
と
あ
り
、

発
行
3
日
前
、
つ
ま
り
7
日
（
あ
る
い
は

内
務
省
の
主
張
す
る
中
3
日
説）

（1
（

を
と
れ
ば

6
日
）
よ
り
遅
い
が
、
江
戸
趣
味
の
雑
誌

『月刊民芸』1 巻 3 号　6 月号
（昭和 14 年 6 月1日発行）
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で
あ
っ
て
み
れ
ば
ご
愛
嬌
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
、
訂
正
な
ど
の
痕
跡
は
な
い
。
一
方
11

月
号
の
ほ
う
が
ま
ず
受
理
印
が
一
回
り
小

さ
く
右
横
書
き
の
新
品
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
年
の
夏
に
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
と
い
う

べ
き
か
）
を
更
新
し
た
際
に
横
書
き
の
向

き
を
改
め
た
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の

11
月
号
が
重
要
な
の
は
、
削
除
改
訂
版
で

あ
る
こ
と
だ
。
受
理
日
が
印
刷
さ
れ
た
発

行
日
の
10
日
よ
り
ず
っ
と
後
の
23
日
で
あ

る
こ
と
、
表
紙
に
「
削
除
済
」
と
い
う
青

印
が
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
お

そ
ら
く
10
日
前
後
に
検
閲
で
削
除
処
分
が

下
っ
た
の
だ
ろ
う）

11
（

、
削
除
改
訂
版
が
作
ら

れ
、
そ
れ
が
23
日
に
受
理
さ
れ
た
と
読
め

る
。
赤
鉛
筆
で
「
10
、
14
、
P
、
15
／
削
」、

朱
筆
で
「
来
〔
？
〕
17
Ｐ
」
と
あ
る
が
、

実
際
に
削
除
さ
れ
て
い
る
（
切
り
取
ら
れ

て
い
る
）
の
は
15
、
16
ペ
ー
ジ
。
し
て
み

る
と
10
月
14
日
に
15
ペ
ー
ジ
目
の
削
除
処

分
を
下
し
た
、
と
い
う
こ
と
か
。
内
容
は

三
田
村
鳶
魚
「
江
戸
語
彙
」
の
冒
頭
で
、

残
さ
れ
て
い
る
17
ペ
ー
ジ
の
江
戸
語
彙

「
ク
ス
ネ
」
の
項
に
表
紙
の
朱
筆
と
同
じ

手
で
し
る
し
が
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
安

寧
秩
序
紊
乱
の
廉
で
削
除
処
分
と
な
っ
た

も
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
雑
誌
の
来
歴

　

こ
れ
ら
の
雑
誌
は
同
時
期
に
古
書
市
場

に
出
た
う
え
、
主
題
に
民
俗
へ
の
偏
り
が

あ
る
。
お
そ
ら
く
同
一
人
物
が
所
有
し
て

い
た
も
の
だ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
新

聞
紙
、
雑
誌
は
内
務
省
か
ら
帝
国
図
書
館

に
基
本
的
に）

1（
（

交
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
不
問
に
付
さ
れ
た
新
聞
雑
誌
が
ど
こ

に
行
っ
た
か
不
明
で
あ
っ
た
。
個
人
の
占

有
に
帰
し
た
一
群
の
雑
誌
の
出
現
か
ら
、

お
そ
ら
く
、
そ
れ
ら
雑
誌
新
聞
は
廃
棄
さ

れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
廃
棄
さ

れ
る
も
の
か
ら
勉
強
に
な
り
そ
う
な
も
の

が
内
務
省
関
係
者
に
よ
っ
て
拾
わ
れ
た
と

い
う
仮
説
が
な
り
た
つ
。

　

戦
前
の
納
本
実
務
の
全
体
像
は
い
ま
だ

明
ら
か
で
な
い
。
今
回
出
て
き
た
納
本
現

品
に
残
さ
れ
た
痕
跡
や
さ
ま
ざ
ま
な
証
拠

を
手
が
か
り
に
、
こ
れ
か
ら
研
究
が
蓄
積

さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

1 河合郁子「北から南から 千代田図書館蔵「内務省委託本」のコレクション整備 
: 活用の裏側」『図書館雑誌』108(9)=1090　2014.9. p648-649＜請求記号 
Z21-130＞

2 従軍記者、従軍牧師などのように研究者と行動を共にする司書。鎌田均「CA1751 
- 動向レビュー：「エンベディッド・ライブラリアン」：図書館サービスモデルの米国
における動向」『カレントアウェアネス』No.309　2011.9.20　http://current.
ndl.go.jp/ca1751

3 田中久徳「旧帝国図書館の和雑誌収集をめぐって--「雑誌」メディアと納本制度」
『参考書誌研究』国立国会図書館専門資料部 編 .( 通号 36) 1989.8. p1-21 
請求記号 ＜Z21-291＞　必ずしも新聞雑誌全部の交付が止まったわけではない
が詳細は未検討。

4 内務省交付本は基本的に副本なので受理印はないが、まれに正本が交付される
ことがあり、また、特 500 番代と言われる発禁本は正本なので受理印がある。

5 Yoshiko Yoshimura [ 編 ]  Censored Japanese Serials of the pre-1946 period.  
Library of Congress, 1994＜請求記号 UP67-E12＞などを参照。

6 書込みなども広く「痕跡」として考察対象にしようとする動きがある。古沢和宏著『痕
跡本の世界』筑摩書房 , 2015.6＜請求記号 UM11-L35＞　書誌学で伝統的
に考察対象となってきた蔵書印／蔵書票以外にも、「装備」がらみの受入登録印
などをこれからは考察の対象とすれば、個体の来歴が判るようになるだろう。

7 主に軍用機の機首に描かれる絵画のこと。
8 『雑誌年鑑　昭和 16 年版』p.220 には「非売」とある。所蔵館も見当たらない。
9 『出版年鑑　昭和 5 年版』p.645。指示だと有／新の上下が逆さである。印は

出版者側が制作する。出版者側が上下を間違えたのだろう。
10 「有」というのは保証金有りの新聞紙のことで、あらかじめ 2000 円の保証金を

国庫に預けた新聞紙は時事を論じる記事を載せてよいことになっていた。逆に言
うと、2000 円を預けないと時事を論じる記事は載せられない。

11 『雑誌年鑑　昭和 16 年版』p.268 ではこの雑誌の依拠法は空欄。
12 内務省側で押印日付を変えることは考えづらい。本来、発行日の方を訂正させ

られる。小林昌樹「帝国図書館本における納本分の見分け方」『文献継承』
(26)2015.4  pp.3-8当館未所蔵。

13 ＜請求記号　雑 23-152＞
14 田村栄太郎編『日本の風俗』柏書房 , 1981.5＜請求記号 GB82-49＞
15 やや青色がまじるか。おそらく通常号に押印する印を使ったのだろう。
16 『南越民俗』複製版 安田書店 , 1975＜請求記号 Z8-1214＞
17 『民藝』 日本民藝協會 , 1939-[1946]＜請求記号 雑 49-30＞。３ 巻 9 号のみ

< 請求記号　VG1-440>
18 検閲担当による他の書き込みがないのは不審だが、いま考察の材料がない。
19 小林昌樹、上述 12 の文献。
20 処分内容は不明。
21 例外はある。例えば、干城堂 [ 編 ]『兵学研究会記事』干城堂 ; 日本出版配給 ( 発

売), [19--]-[19--]　の当館所蔵分323号（昭和17年1月25日発行）には、「内
務省／ 17.2.2 ／（出版雑誌）」「納本／ 1〔ママ〕.2.18 ／帝国図書館」と2
つ押印がある。次の 324 号は「寄贈／ 18.10.22 ／帝国図書館」のみだが。

『江戸読本』
2巻8号8月号（昭和14年7月10日発行）、
2巻11号11月号（昭和14年10月10日発行）
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see also...

「欧米国立図書館の RDA 適用状況に関する調査報告」『NDL 書誌情報ニュー
スレター』2016 年 2 号（通号 37 号）
http://www.ndl.go.jp/jp/data/bib_newsletter/2016_2/article_02.html

「デジタル時代における国立図書館の蔵書構築―欧米国立図書館を対象とした
調査報告―」『カレントアウェアネス』 （CA1883）
http://current.ndl.go.jp/ca1883

北米・欧州図書館巡行記　北米編 吉
よしいえ

家　あかね

平
成
27
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
私
は
北
米
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
立
図
書
館
を
訪
問
し
、
各
図
書
館

の
収
集
業
務
と
目
録
作
成
業
務
に
つ
い
て
調
査
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
す
で
に
公
開

し
て
い
ま
す
が
、
改
ま
っ
た
業
務
報
告
か
ら
は
こ
ぼ

れ
落
ち
て
し
ま
う
よ
う
な
、
貴
重
な
経
験
と
出
会
い

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
恒
例
「
世
界

図
書
館
紀
行
」
シ
リ
ー
ズ
の
場
を
借
り
、
二
回
に
わ

た
っ
て
、
訪
問
中
の
出
来
事
や
、
お
世
話
に
な
っ
た

職
員
の
方
々
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
各
地
の
図
書
館

の
雰
囲
気
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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（左）ドーム部分が改修工事中の国会議事堂　
（右）ジェファソンズ・ライブラリー。LC の蔵書の礎となった
ジェファソン大統領のコレクションが復元展示されています。

　

最
初
の
訪
問
先
は
、
米
国
議
会
図
書

館
（
以
下
Ｌ
Ｃ
）
で
す
。
出
発
し
た
の

は
パ
リ
の
テ
ロ
事
件
直
後
、
道
中
で
は

ワ
シ
ン
ト
ン
も
テ
ロ
の
標
的
で
あ
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
、
緊
張
の
現
地

入
り
と
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
現
地

を
歩
い
て
み
る
と
、
上
空
を
飛
ぶ
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
プ
ロ
ペ
ラ
音
が
時
折
響
き

渡
る
こ
と
を
の
ぞ
い
て
は
、
と
く
べ
つ

物
々
し
い
雰
囲
気
を
感
じ
ま
せ
ん
。
首

都
が
厳
戒
態
勢
下
に
あ
る
こ
と
を
報
じ

る
ニ
ュ
ー
ス
も
流
れ
た
よ
う
で
す
が
、

地
下
鉄
も
特
別
な
警
備
を
し
て
い
る
よ

う
に
は
見
え
ま
せ
ん
し
、
街
の
ひ
と
た

ち
も
、
い
つ
も
と
同
じ
と
い
っ
た
ふ
う

で
足
早
に
歩
い
て
い
ま
す
。
さ
す
が
に

政
府
機
能
の
集
ま
る
Ｌ
Ｃ
周
辺
で
は
通

常
よ
り
警
戒
態
勢
が
強
化
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ご
み
収
集
の
お
じ
さ
ん
と
警

官
が
和
や
か
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い

る
の
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
私
の
緊
張

も
ほ
ぐ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｃ
の
入
口
で
所
持
品
検
査
と
身

体
検
査
を
終
え
た
後
は
訪
問
本
番
、

職
員
の
方
々
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で

す
。
ア
ジ
ア
部
門
の
伊
東
英
一
さ
ん
と

の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
・
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
終
え
、
初
の
英
語
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
前
に
、
緊
張
の
頂
点
に
い
た

私
を
柔
ら
か
な
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
、
蔵
書
構
築
局
の
ロ
バ
ー

ト
・
ダ
ル
ダ
ー
ノ
さ
ん
と
ク
リ
ス
テ
ィ
・

コ
ン
ク
ル
さ
ん
、
メ
ア
リ
ー
・
バ
ッ
ク

ナ
ム
さ
ん
で
す
。

　

ダ
ル
ダ
ー
ノ
さ
ん
は
Ｌ
Ｃ
で
勤
務
す

る
傍
ら
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ　
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
・

ゲ
イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
の
社
会
運
動
に
深
く
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
運
動
を
通
し
て
収

集
し
た
資
料
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
の
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、「
ロ

バ
ー
ト
・
ダ
ル
ダ
ー
ノ
・
ペ
ー
パ
ー
」

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す（

１
）。
勤
め
先

で
あ
る
Ｌ
Ｃ
に
寄
贈
し
な
か
っ
た
理
由

を
た
ず
ね
る
と
、
ダ
ル
ダ
ー
ノ
さ
ん
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
主
に
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
．Ｃ
．で
の
活
動
に
関
わ
る
も
の
な
の

で
、
地
域
資
料
を
多
く
所
蔵
し
て
い
る

地
元
の
大
学
を
寄
贈
先
と
し
て
選
ん
だ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
Ｌ
Ｃ
は
国
立
図

書
館
と
し
て
、
国
家
全
体
に
関
す
る
資

料
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
も
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ダ
ル
ダ
ー
ノ
さ
ん
の
お
父
様

は
第
二
次
世
界
大
戦
と
朝
鮮
戦
争
に
従

軍
し
た
経
験
を
お
持
ち
だ
そ
う
で
、
Ｌ

Ｃ
に
よ
る
、
退
役
軍
人
の
記
録
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ご
本
人
に
よ
る
オ
ー

ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
収
録
さ
れ
て
い
ま

す（
２
）。
ダ
ル
ダ
ー
ノ
さ
ん
一
家
の
歴
史
に

は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
面
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
ク
ル
さ
ん
と
バ
ッ
ク
ナ
ム
さ
ん

は
、
そ
れ
ぞ
れ
女
性
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
、
録
音
資
料
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
長
い
経
歴
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

蔵
書
構
築
局
に
配
属
替
え
と
な
り
、
未

経
験
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
基
本
的
に
、
Ｌ
Ｃ
で
は

職
種
や
部
局
を
大
き
く
超
え
る
配
置
転

換
は
な
い
そ
う
で
、
お
ふ
た
り
の
ケ
ー

ス
は
、
組
織
再
編
を
受
け
た
例
外
的
措

置
の
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
天
下
の
Ｌ
Ｃ
に
ひ
と
り
乗
り

込
む
こ
と
へ
の
恐
れ
が
よ
う
や
く
や
わ

ら
い
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
そ
れ

を
ぬ
ぐ
い
去
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
竹

内
康
治
さ
ん
で
す
。

　

竹
内
さ
ん
は
、
米
国
の
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
を
修
了
し
た
後
、
大

学
図
書
館
等
へ
の
勤
務
を
経
て
ア
メ
リ

カ
国
籍
を
取
得
、
現
在
は
Ｌ
Ｃ
で
日
本

語
資
料
の
書
誌
作
成
を
担
当
し
て
い
ま

(1) “
G

uide to the Robert D
ardano papers, 1986-2010, C

ollection num
ber M

S2165”　
https://library.gw

u.edu/ead/m
s2165.xm

l

(2) “
Robert N

icholas D
ardano, Sr. C

ollection”　
http://m

em
ory.loc.gov/diglib/vhp/bib/loc.natlib.afc2001001.74434

LC
Library of Congress

米国議会図書館

ダルダーノさん
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す
。
新
し
い
目
録
規
則
で
あ
る
Ｒ
Ｄ
Ａ

導
入
に
あ
た
っ
て
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

の
お
ひ
と
り
で
、
周
囲
か
ら
厚
い
信
頼

を
得
て
い
ま
す
。
竹
内
さ
ん
は「
い
や
ぁ

別
に
・
・
・
」
と
い
っ
た
ボ
ソ
ボ
ソ
し

た
口
ぶ
り
で
、
私
の
気
張
っ
た
質
問
を

絶
妙
に
か
わ
し
な
が
ら
も
、
丁
寧
に
、

時
折
さ
ら
り
と
辛
辣
な
指
摘
を
ま
じ
え

な
が
ら
回
答
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
独

特
な
テ
ン
ポ
に
引
き
込
ま
れ
て
す
っ
か

り
く
つ
ろ
い
で
し
ま
い
、
私
に
と
っ
て

は
と
て
も
愉
快
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
竹
内
さ
ん
は
時
差
出
勤
を

し
て
い
る
た
め
、
こ
の
日
は
３
時
で
仕

事
は
終
了
。
時
差
出
勤
は
珍
し
い
こ
と

で
な
く
、
と
く
に
車
通
勤
の
職
員
は
渋

滞
を
避
け
る
た
め
、
早
出
早
帰
り
が
一

般
的
と
の
こ
と
。
週
２
回
の
テ
レ
ワ
ー

ク
も
可
能
で
、
た
と
え
ば
目
録
作
業
者

は
各
自
担
当
す
る
資
料
を
自
宅
に
持
っ

て
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
そ
う
で

す
。

　

ち
な
み
に
Ｌ
Ｃ
で
は
定
年
退
職
の

規
定
が
な
く
、
ポ
ス
ト
が
空
い
た
と
き

の
み
採
用
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
訪
問

の
時
点
で
竹
内
さ
ん
の
チ
ー
ム
で
は
12

年
間
新
規
採
用
が
な
い
と
の
お
話
で
し

た
。（
昨
年
は
よ
う
や
く
新
規
採
用
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。）

　

翌
日
の
館
内
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
は
、

驚
き
の
邂
逅
が
あ
り
ま
し
た
。
ツ
ア
ー

終
了
後
、
名
前
を
呼
ば
れ
て
振
り
向
く

と
、
見
知
っ
た
顔
が
そ
こ
に
。
以
前
Ｎ

Ｄ
Ｌ
で
非
常
勤
職
員
と
し
て
働
い
て
い

た
方
で
、
Ｌ
Ｃ
の
館
内
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
修
行
中
な
の
だ
そ
う
。
Ｌ
Ｃ

の
運
営
は
、
元
職
員
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
国
籍
は
不
問
の
よ

う
で
す
。
外
国
籍
の
人
び
と
が
国
立
図

書
館
の
案
内
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
日

本
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
と
、
興

味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

お昼はマディソン館の上層階にある、

見晴らしのよいカフェテリアで。

スシコーナーでは、その名もＬＣロールを発見。 

ネタはえびの天ぷら、きゅうり、カニカマ、アボカド、

さらには魚卵というダイナミズム。

（左）トマス・ジェファソン館のドーム型主閲覧室。
（下）トマス・ジェファソン館の大ホール。階段側面に並ぶ
小児像は、一体ずついろんな職業をモチーフとしています。

竹内さん

不審者等の情報が入ると

システム上で警報が

鳴るとのこと…
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公共図書館にあたる部署で、

貸出用コレクションの目録作成を統括する

メラニー・デュマさん。

こちらの部屋では、ケベック州出版物の

目録作成を担当する部署の方針とは異なり、

迅速性を第一としているそう。

　

次
に
向
か
う
は
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
こ
ち

ら
で
は
、
納
本
図
書
館
と
公
共
図
書
館

の
機
能
を
併
せ
持
つ
ケ
ベ
ッ
ク
州
立
図

書
館
（
以
下
Ｂ
Ａ
ｎ
Ｑ
）
を
訪
問
し
ま

し
た
。
Ｂ
Ａ
ｎ
Ｑ
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
で

出
版
さ
れ
た
本
を
収
集
・
保
存
す
る
ケ

ベ
ッ
ク
州
立
図
書
館
と
、
貸
出
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
ケ
ベ
ッ
ク
公
共
図
書
館
が
合

併
し
て
２
０
０
５
年
に
誕
生
し
ま
し
た

が
、
当
時
は
合
併
に
反
対
す
る
動
き
も

あ
り
、
少
な
か
ら
ず
混
乱
が
見
ら
れ
た

と
の
こ
と
。
そ
ん
な
な
か
で
蓋
を
開
け

て
み
る
と
開
館
初
日
は
１
万
８
千
人
も

の
利
用
者
が
来
館
し
、
そ
の
後
現
在
に

至
る
ま
で
館
内
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
利

用
者
が
行
き
交
う
状
況
で
、
結
果
的

に
組
織
再
編
は
大
成
功
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

同
じ
館
内
に
は
、
州
立
図
書
館
に
当

た
る
部
署
が
収
集
す
る
ケ
ベ
ッ
ク
州
出

版
物
を
扱
う
部
屋
も
あ
り
ま
す
。
貸
出

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
館
内
閲
覧
の
み
可

能
で
す
。
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
公
共
図
書
館
エ
リ
ア
と
は
対
照
的

に
、
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
て
い

ま
す
。

　

合
併
か
ら
11
年
を
経
た
現
在
も
、
州

立
図
書
館
、
州
立
文
書
館
、
公
共
図

書
館
に
あ
た
る
部
署
は
お
の
お
の
独
立

し
て
い
る
た
め
、
各
部
署
間
の
人
事
異

動
は
ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で
す
が
、
合

併
に
よ
っ
て
組
織
の
風
通
し
が
よ
く
な

り
、
外
部
機
関
か
ら
の
中
途
採
用
も
解

禁
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ミ
レ
イ
ユ
・
ラ
フ
ォ
ル
ス
さ
ん
と
ダ

ニ
エ
ル
・
パ
ラ
デ
ィ
さ
ん
の
お
ふ
た
り

も
、
他
の
図
書
館
な
ど
に
勤
務
し
た
経

BAnQ
Bibliothèque et Archives
nationales du Québec
ケベック州立図書館・文書館



16国立国会図書館月報 673号 2017.5

歴
を
お
持
ち
で
す
。
お
ふ
た
り
の
仕
事

場
は
、
市
民
で
に
ぎ
わ
う
本
館
で
は
な

く
、
４
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
工
業
地
区
に

位
置
す
る
別
館
で
す
。

　

納
本
・
保
存
課
長
の
ミ
レ
イ
ユ
さ
ん

は
、
ホ
テ
ル
か
ら
別
館
ま
で
街
歩
き
を

楽
し
み
な
が
ら
向
か
い
た
い
と
い
う
、

私
の
や
る
気
に
応
え
て
、
ル
ー
ト
マ
ッ

プ
を
事
前
に
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

迷
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
地
図
に
目

を
凝
ら
し
な
が
ら
、
枯
れ
葉
の
舞
う
静

か
な
住
宅
街
を
抜
け
て
別
館
に
向
か
い

ま
す
。
１
時
間
ほ
ど
歩
い
て
別
館
の
扉

を
開
け
る
と
、
想
像
ど
お
り
、
に
こ
や

か
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
ミ
レ
イ
ユ
さ
ん

に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
は
、
も
と
も
と
音
楽

資
料
の
目
録
作
成
を
専
門
と
し
て
い
ま

す
が
、
最
近
は
資
料
分
野
の
壁
を
超
え
、

新
し
い
目
録
規
則
で
あ
る
Ｒ
Ｄ
Ａ
導
入

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
忙
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
眼
光
鋭
く
ス

ト
イ
ッ
ク
な
仕
事
人
の
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん

で
す
が
、
お
昼
ど
き
に
は
ふ
わ
り
と
し

た
雰
囲
気
の
優
し
い
お
兄
様
に
変
身
。

　

市
の
中
心
部
に
あ
る
本
館
で
は
、
Ｂ

Ａ
ｎ
Ｑ 

開
館
10
周
年
を
記
念
し
た
「
夜

の
図
書
館
」
と
い
う
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
森
の
な
か

の
閲
覧
室
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
空
間

で
３
Ｄ
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
と
、
そ
こ
は

古
今
東
西
の
図
書
館
の
心
臓
部
。
三
次

元
空
間
が
再
現
さ
れ
て
い
て
、
３
６
０

度
ぐ
る
り
と
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
焼
け
ゆ
く
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
図

書
館
を
炎
の
な
か
か
ら
眺
め
、
サ
ラ
エ

ボ
国
立
図
書
館
で
は
砲
撃
音
に
囲
ま

れ
、
果
て
は
長
谷
寺
の
文
書
庫
の
静
寂

の
な
か
へ
―
―
。
時
空
を
超
え
て
10
の

図
書
館
を
巡
る
こ
と
の
で
き
る
意
欲
的

な
催
し
で
し
た
。

　

次
の
訪
問
先
は
、
カ
ナ
ダ
国
内
の
出

版
物
と
カ
ナ
ダ
関
連
の
記
録
を
収
集
し

て
い
る
カ
ナ
ダ
国
立
図
書
館
・
文
書
館

（
以
下
Ｌ
Ａ
Ｃ
）
で
す
。
本
館
が
あ
る

オ
ン
タ
リ
オ
州
オ
タ
ワ
か
ら
州
境
を
超

え
て
、
事
務
棟
と
資
料
保
存
セ
ン
タ
ー

の
あ
る
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
ガ
テ
ィ
ノ
ー
に

向
か
い
ま
す
。

　

今
回
Ｌ
Ａ
Ｃ
を
訪
問
す
る
に
あ
た
っ

テロ犠牲者に弔意を示すため、トリコロールに彩られた
モントリオール市庁舎

「夜の図書館」

ミレイユさん ダニエルさん
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て
は
、
本
来
意
図
し
て
い
た
調
査
と
は

別
に
、
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
現
状
を
確
か
め
た
い

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｌ
Ａ
Ｃ

は
２
０
１
２
年
に
予
算
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
縮
小
を
行
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
対
し
、
図
書
館
界
内
外
か

ら
多
く
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
騒
動
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
た

現
在
の
Ｌ
Ａ
Ｃ
を
知
り
た
い
と
い
う
私

の
関
心
に
応
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、

望
月
理
絵
さ
ん
と
朴パ

ク
チ
ョ
ン
ウ
ン

正
恩
さ
ん
で
す
。

職
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
負
担
が
重
く
な

り
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業
が
滞
り
や
す
い

こ
と
、
国
立
図
書
館
と
し
て
積
極
的
な

業
務
体
制
を
保
つ
余
裕
が
な
い
こ
と

が
、
お
ふ
た
り
の
お
話
か
ら
う
か
が
え

ま
し
た
。

　

新
首
相
が
就
任
し
た
直
後
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
状
況
が
好
転
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
う
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
た

ず
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
答
え
は
イ
エ
ス
。

ト
ル
ド
ー
首
相
は
さ
っ
そ
く
オ
タ
ワ
に

あ
る
本
館
を
視
察
し
た
そ
う
で
、
職
員

の
な
か
で
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
様

子
で
し
た
。
訪
問
か
ら
１
年
以
上
経
っ

た
現
在
、
望
月
さ
ん
に
よ
る
と
Ｌ
Ａ
Ｃ

は
少
し
ず
つ
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

訪
問
時
、
望
月
さ
ん
は
２
０
１
２

年
以
降
に
閉
鎖
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
各
地
の

ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
資
料
の

受
入
作
業
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
激

務
を
嘆
き
な
が
ら
も
Ｌ
Ａ
Ｃ
を
か
ら
り

と
明
る
く
皮
肉
る
口
ぶ
り
に
、
私
は
何

度
も
笑
わ
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
以

前
か
ら
希
望
さ
れ
て
い
た
電
子
書
籍
部

門
に
異
動
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

朴
さ
ん
は
日
本
の
大
学
で
講
師
を
な

さ
っ
て
い
た
経
験
が
あ
り
、
日
本
語
は

お
て
の
も
の
。
車
で
オ
タ
ワ
ま
で
送
っ

て
い
た
だ
い
た
後
、
零
下
の
気
温
の
な

か
で
わ
ざ
わ
ざ
窓
を
開
け
て
挨
拶
し
て

く
だ
さ
り
、
そ
の
ま
ま
窓
を
閉
め
ず
に

去
っ
て
行
か
れ
た
朴
さ
ん
の
や
さ
し
さ

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

付
き
添
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
ふ
た
り

の
掛
け
合
い
は
愉
快
で
こ
こ
ち
よ
く
、

と
て
も
楽
し
い
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

“Glenn Gould: Remixing the Classics”. 
Library and Archives Canada.
http://www.bac-lac.gc.ca/eng/
news/podcasts/Pages/glenn-gould-
remixing-classics.aspx

音楽資料の収集を担当している 

ジョセフ・トリヴェールさん。 

今年 1 月に公開された 

グレン・グールド生誕 85 周年 

記念企画の一部を担当されたそう。

目録作成チームのみなさん国内各地から送られてくるアーカイブ資料

資料保存センターで行われている文書整理作業 ＲＤＡ情報掲示板

LAC
Library and Archives
Canada
カナダ国立図書館・文書館
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立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
夜
の
ち
ょ
う
ど

五
月
の
上
旬
、
青
く
芽
吹
い
た
新
茶
の
摘
み

取
り
は
最
盛
期
を
迎
え
る
。
お
茶
は
平
安
時

代
に
日
本
に
伝
来
し
て
以
降
、
日
本
の
文
化

に
深
く
根
付
い
て
き
た
。
し
か
し
開
国
後
の

明
治
初
期
、
お
茶
は
生
糸
と
並
ん
で
多
く
輸

出
さ
れ
、
重
要
な
輸
出
産
業
の
一
つ
だ
っ
た

こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
当
時
、
日
本
茶
は
主
に
ア
メ

リ
カ
に
輸
出
さ
れ
、
中
国
の
ウ
ー
ロ
ン
茶
や

イ
ン
ド
の
紅
茶
な
ど
と
市
場
シ
ェ
ア
を
争
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
日
本
茶
へ
の
需
要
を
喚

起
す
る
た
め
、
広
報
活
動
が
重
要
な
役
割
を

持
っ
た
。

　

本
書
は
、
明
治
末
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か

け
て
茶
業
団
体
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
、
日

本
茶
の
宣
伝
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
集
め
た
も
の

で
あ
る
。
冒
頭
部
分
で
は
概
説
と
し
て
、
日

本
茶
広
告
の
変
遷
を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の

時
期
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
異
物
が
混
入
し
た

粗
悪
茶
や
、
不
正
に
着
色
さ
れ
た
着
色
茶
の

流
通
を
取
り
締
ま
る
法
律
の
整
備
が
な
さ
れ

て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
各
都
市
に

喫
茶
店
を
出
店
し
た
り
、
新
聞
広
告
や
雑
誌

広
告
を
打
っ
た
り
と
、
幅
広
い
手
法
で
広
報

活
動
を
展
開
し
て
い
た
様
子
が
紹
介
さ
れ

る
。

　

次
い
で
７
タ
イ
ト
ル
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

取
り
上
げ
誌
面
を
掲
載
し
、
抄
訳
を
付
す
と

と
も
に
、
特
徴
や
内
容
に
つ
い
て
解
説
を
行

う
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
い
ず
れ
も
英
語
で
記

載
さ
れ
て
お
り
、
お
茶
の
い
れ
方
を
紹
介
す

る
も
の
、
お
茶
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な

ど
の
成
分
や
そ
の
効
能
を
紹
介
す
る
も
の
、

日
本
の
文
化
や
風
習
を
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る

も
の
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
る
。
さ
ら
に

和
装
の
人
物
や
富
士
山
な
ど
、
日
本
を
意
識

し
た
写
真
や
絵
図
も
カ
ラ
ー
で
多
数
掲
載
さ

れ
て
い
る
た
め
、見
た
目
に
も
美
し
い
。様
々

な
手
を
使
っ
て
、
な
ん
と
か
海
外
の
読
者
の

興
味
を
惹
こ
う
と
す
る
、
制
作
者
の
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
博
覧
会
等
で
配
布
さ
れ
て
い
た
。

　

本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
東
京
と
静
岡
の
茶
業
会
館
と
お
茶
の
郷

博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
も
の
で
、
同
会
館

お
よ
び
同
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
合
計
し
て
も
わ
ず
か
10
冊
程
度
と

の
こ
と
で
あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
広
報
目

的
で
作
成
さ
れ
た
た
め
、
残
部
の
多
く
は
消

耗
品
と
し
て
廃
棄
さ
れ
、
残
さ
れ
た
も
の
は

少
な
い
そ
う
だ（
１
）。
本
書
は
、
当
時
を
知
る
手

が
か
り
と
し
て
、
散
逸
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
保
存
を
進
め
る
点
で
も
有
意
義
な
試
み
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
に
は
続
編
と
し
て
、
お
茶
に
関
す
る

大
著
“All about tea

”
（
２
）か
ら
広
告
に
関
す
る

章
を
翻
訳
し
て
ま
と
め
た
報
告
書
が
あ
る
。

日
本
茶
広
告
の
歴
史
に
つ
い
て
、
時
系
列
に

沿
っ
て
よ
り
詳
し
く
説
明
が
な
さ
れ
て
い

る
。
本
書
と
あ
わ
せ
て
読
む
こ
と
で
、
明
治

以
降
の
お
茶
の
歴
史
を
振
り
返
る
際
の
助
け

と
な
る
資
料
だ
ろ
う
。

（
村む
ら
ま
つ松 

克か
つ
ひ
ろ洋
）

海を渡った日本茶の広告
明治・大正・昭和の海外向け小冊子
静岡茶共同研究会 編　小二田誠二 監修
2015.3　113p　30cm
<請求記号　DM235-L12>
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講師：

伊藤 遊 （ い とうゆう）

1974 年、愛知県生まれ。大阪大学大学院

文学研究科博士後期課程単位取得退学。現

在、京都精華大学国際マンガ研究センター／

京都国際マンガミュージアム研究員。専門は

民俗学・マンガ研究。

民俗学におけるテーマは、「路上観察」の元祖

「考現学（こうげんがく）」の方法論研究。

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
海
外
で
日
本
資

料
を
扱
う
機
関
の
司
書
等
を
対
象
と
し
た
海

外
日
本
研
究
司
書
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
１
月
に
関
西

館
で
特
別
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
講
義

で
は
、
海
外
に
お
い
て
も
関
心
の
高
い
研
究

テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
日
本
の
マ
ン
ガ
研
究

に
つ
い
て
、
歴
史
と
動
向
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

講
師
は
、
京
都
精
華
大
学
国
際
マ
ン
ガ
研

究
セ
ン
タ
ー
／
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
研
究
員
の
伊
藤
遊
先
生
で
す
。
伊
藤
先

生
に
は
、
前
年
の
同
研
修
で
京
都
国
際
マ
ン

ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
訪
問
し
た
際
に
ご
対
応

い
た
だ
き
、
そ
の
際
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
大
変

好
評
だ
っ
た
の
で
、
今
回
講
師
と
し
て
お
招

き
し
た
も
の
で
す
。

海
外
日
本
研
究
司
書
研
修
　特
別
講
義
よ
り

日
本
に
お
け
る
マ
ン
ガ
研
究
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京都国際マンガミュージアム

「
マ
ン
ガ
研
究
」
の
登
場
と
そ
の
背
景

　

日
本
の
マ
ン
ガ
は
戦
後
を
通
じ
て
大
き
く
成
長

し
ま
し
た
が
、１
９
８
０
年
代
ま
で
は
「
大
衆
文
化
」

「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
し
て
や
や
低
く
扱
わ
れ
が

ち
で
し
た
。
こ
う
し
た
見
方
が
変
わ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
１
９
８
９
年
の
手
塚
治
虫
の
死
で

す
。
死
亡
記
事
が
新
聞
の
一
面
に
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
、
著
作
が
教
科
書
に
収
録
さ
れ
、
国
立
美
術
館

で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
等
、
社
会
的
に
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
手

塚
の
業
績
が
再
評
価
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
マ
ン
ガ

文
化
そ
の
も
の
に
対
す
る
社
会
的
認
識
が
大
き
く
変

わ
り
始
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
違
い
は
、
マ
ン
ガ
の
造
本
に
も
現

れ
て
い
ま
す
。
１
９
７
４
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ブ
ラ
ッ

ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
』
の
単
行
本
は
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
で
、「
恐

怖
マ
ン
ガ
」
等
と
銘
打
っ
て
い
ま
し
た
が
、
手
塚
の
死

後
に
装
い
を
新
た
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
本
で
は
表
紙
に

写
実
的
な
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
、
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
に
す

る
な
ど
、
文
芸
書
の
よ
う
な
装
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
マ
ン
ガ
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
学
術
的
に
研

究
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
、
１
９
９
０
年
代
後
半
頃
か
ら
、

学
術
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者
た
ち
の
中
で
出
て
き
ま
し

た
。
２
０
０
１
年
に
は
日
本
マ
ン
ガ
学
会
が
設
立
さ
れ
ま

す
。

　

並
行
す
る
も
う
一
つ
の
流
れ
と
し
て
、
２
０
０
０
年

代
初
頭
、
マ
ン
ガ
を
含
め
日
本
の
様
々
な
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
が
海
外
、
特
に
欧
米
で
も
人
気
を
博
す
よ
う
に

な
り
ま
す
。
２
０
０
２
年
の
小
泉
純
一
郎
首
相
（
当
時
）

に
よ
る
「
知
的
財
産
立
国
宣
言
」
な
ど
を
受
け
て
、
マ

ン
ガ
は
海
外
で
売
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
経
済
競
争
に
お
け
る
有
望
な
商
品
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
産
業
面
か

ら
の
注
目
を
背
景
に
、
国
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
法
的

整
備
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
公
に
マ
ン
ガ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
仕
組
み
が
で
き
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
か

ら
、
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
北
九
州
市

漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
初
め
と
す
る
マ
ン
ガ
の
文
化

施
設
が
各
地
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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マンガ表現論 「
マ
ン
ガ
研
究
」
マ
ッ
ピ
ン
グ

　

マ
ン
ガ
は
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人
文
・
社
会
科
学

の
研
究
方
法
に
は
、
作
品
自
体
を
研
究
対
象
と
し
た
テ
キ
ス
ト
分
析
と
、
作
品
が

作
ら
れ
、
読
ま
れ
る
社
会
構
造
を
研
究
対
象
と
し
た
コ
ン
テ
キ
ス
ト
分
析
が
あ
り

ま
す
。
マ
ン
ガ
の
場
合
、
前
者
の
例
に
は
、
夏
目
房
之
介
ら
に
よ
る
マ
ン
ガ
表
現

論
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
人
の
顔
を
描
く
と
き
、
汗
の
マ
ー
ク
を
つ
け
れ
ば
焦
っ

て
い
る
、
縦
線
を
入
れ
れ
ば
青
ざ
め
て
い
る
（
左
図
参
照
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
マ

ン
ガ
独
特
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
文
法
に
沿
っ
て
論
じ
る
試
み
で
す
。後
者
の
例
に
は
、

マ
ン
ガ
を
生
み
出
す
産
業
構
造
に
注
目
し
た
中
野
晴
行
や
、
マ
ン
ガ
へ
の
糾
弾
や
規

制
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
含
む
社
会
的
評
価
を
取
り
上
げ
た
長
岡
義
幸
な
ど
の
研
究

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
マ
ン
ガ
史
研
究
は
、
清
水
勲
と
米
沢
嘉
博
が
双
璧
で
す
。
ま
た

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
既
存
の
研
究
分
野
、
た
と
え
ば
社
会
学
や
文
学
な
ど
の
理
論
を

マ
ン
ガ
に
応
用
し
た
研
究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
※
次
ペ
ー
ジ
文
献
リ
ス
ト
参
照
）

マ
ン
ガ
評
論
か
、
マ
ン
ガ
研
究
か

　

マ
ン
ガ
研
究
の
よ
う
な
若
い
研
究
分
野
に
お
い
て
は
、
研
究
者
の

意
識
も
重
要
な
問
題
で
す
。
１
９
７
０
年
代
頃
か
ら
行
わ
れ
て
き
た

マ
ン
ガ
評
論
は
、
好
き
嫌
い
や
「
私
語
り
」
な
ど
、
個
人
的
な
営
み

の
側
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
学
術
的
研
究
と
し
て
大
学
等
の

社
会
的
制
度
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
れ
ば
、
個
人
的
な
思
い
を
あ
る

程
度
離
れ
て
、
い
か
に
集
合
的
な
知
識
を
蓄
積
し
、
新
た
な
知
見
を

紡
ぐ
か
と
い
う
観
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
マ
ン
ガ
研
究
に
お

い
て
は
、
そ
の
両
方
が
混
在
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
思
い
と
、
学
術
研
究
と
し
て
の
姿
勢
の
葛
藤
。

そ
れ
が
マ
ン
ガ
研
究
の
困
難
で
も
あ
り
可
能
性
で
も
あ
っ
て
、
そ
う

い
う
葛
藤
の
あ
る
時
代
が
続
い
た
方
が
面
白
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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質
疑
よ
り

―
―
ア
メ
リ
カ
の
大
学
図
書
館
で
も
マ
ン
ガ
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
海
外
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
や
コ
ミ
ッ
ク
ス
と
比
べ
た
と
き
、
日
本
の
マ
ン
ガ
の
特
異
性
と
は

何
で
し
ょ
う
か
？ 

（
研
修
参
加
者
か
ら
の
質
問
）

　

日
本
の
マ
ン
ガ
で
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
二
つ
の
要
素

の
う
ち
、
後
者
に
非
常
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
マ

ン
ガ
で
は
コ
マ
の
中
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
全
身
が
描
か
れ
、
背
景
も
描
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
マ
ン
ガ
で
は
、
人
物
の
表
情
が
中
心
で

背
景
は
し
ば
し
ば
省
略
さ
れ
、
読
者
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
感
情
移
入
し
な
が

ら
読
む
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
け
を
作
品
か
ら
切
り

出
し
て
別
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
二
次
創
作
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
読
者
と

作
者
の
境
界
線
が
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
日
本
の
マ
ン
ガ
文
化
の
特

徴
で
す
。

「マンガ研究」オススメ文献（講師より）
海外日本研究司書研修（人文・社会科学の研究方法（テキスト分析））

・夏目房之介 著『手塚治虫はどこにいる』筑摩書房 , 1992 *
・伊藤剛 著『テヅカ・イズ・デッド』NTT 出版 , 2005 **

（人文・社会科学の研究方法（コンテキスト分析））
・鶴見俊輔 著『漫画の戦後思想』文芸春秋 , 1973
・中野晴行 著『マンガ産業論』筑摩書房 , 2004
・長岡義幸 著『マンガはなぜ規制されるのか』平凡社 , 2010
・永井良和 著「マンガ＜環境＞論」（現代風俗研究会編 
　『現代風俗’93　マンガ環境』リブロポート , 1993 +）

（マンガ史研究）
・清水勲 著『漫画の歴史』岩波書店 , 1991
・米沢嘉博 著『戦後少女マンガ史』新評社 , 1980 *
・米沢嘉博 著『戦後 SF マンガ史』 新評社 , 1980 *
・米沢嘉博 著『戦後ギャグマンガ史』新評社 , 1981 *
・米沢嘉博 著『戦後怪奇マンガ史』鉄人社 , 2016

（社会学における理論を応用した研究）
・岩渕功一 著『トランスナショナル・ジャパン』岩波書店 , 2001 ***
・堀あきこ 著『欲望のコード』臨川書店 , 2009

* ちくま文庫に収録　** 星海社新書に収録　*** 岩波現代文庫に収録
+ 国立国会図書館では逐次刊行物扱い < 請求記号 Z8-1440>

全身や背景を描かずにキャラク
ターにクローズアップするのは、
日本のマンガ特有の表現。

海外日本研究司書研修について、詳しくは、本誌

664/665（2016 年 8/9 月）号「日本研究司

書を支える研修の取り組み」をご覧ください。

今回の研修には、アメリカ、韓国から、日本研究

司書が参加したほか、この特別講義は、関西館に

おいて一般の方にも公開しました。
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こ
の
原
稿
は
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
、
Ａ
４
横
書
き

で
書
い
て
い
る
。
業
務
で
書
類
を
作
る
と
き
は
い
つ
も
そ

う
だ
。
そ
し
て
た
い
て
い
の
場
合
は
、
内
容
以
外
に
も
、

「
カ
ッ
コ
の
全
角
と
半
角
が
混
在
し
て
い
る
」「
イ
ン
デ
ン

ト
が
揃
っ
て
な
い
」
な
ど
と
、
体
裁
に
指
摘
を
受
け
る
。

　今
思
え
ば
、
そ
ん
な
の
ご
く
些
細
な
こ
と
だ
っ
た
。

　出
版
物
の
紙
面
を
作
る
の
は
、
も
っ
と
複
雑
で
繊
細
で

緻
密
で
、
奥
深
い
世
界
な
の
だ
っ
た
。

　総
務
課
編
集
係
に
異
動
す
る
と
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
ソ
フ
ト
の
研

修
を
受
け
る
。「
字
送
り
」「
行
送
り
」「
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

シ
フ
ト
」「
字
取
り
」「
約
物
」「
カ
ー
ニ
ン
グ
」「
ト
ラ
ッ

キ
ン
グ
」
…
…
。
カ
ッ
コ
の
全
角
半
角
な
ん
て
、
そ
れ
だ

け
じ
ゃ
意
味
が
な
い
と
は
じ
め
て
知
っ
た
。
前
後
に
ど
れ

だ
け
「
ア
キ
」
を
入
れ
る
か
、も
し
く
は
「
詰
め
」
る
か
、

禁
則
処
理
は
ど
う
す
る
か
。見
え
方
が
全
然
違
っ
て
く
る
。

普
段
、
い
ろ
い
ろ
な
出
版
物
を
目
に
し
て
も
、
細
か

な
違
い
に
気
付
く
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
し
か
し
、
緻
密
な

調
整
が
き
ち
ん
と
さ
れ
た
も
の
を
無
意
識
に
「
美
し
い
」

と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
語
の
文
字
を
「
組
む
」

こ
と
の
長
い
長
い
伝
統
の
お
か
げ
だ
っ
た
の
だ
。

　そ
し
て
、
日
本
語
は
縦
組
み
（
縦
書
き
）
の
ほ
う
が
圧

倒
的
に
読
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
知
っ
た
。
参
考
書
に

よ
る
と
、
横
組
み
（
横
書
き
）
は
読
み
づ
ら
い
た
め
、
一

行
の
文
字
数
を
縦
組
み
よ
り
も
少
な
く
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
そ
う
だ
。

　た
め
し
に
縦
組
み
で
紙
面
を
作
っ
て
み
た
。「
縦
組
み

に
し
よ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど
」
と
言
う
と
、「
え
？ 

縦
？ 

な
ん
で
？
」
と
い
ぶ
か
し
が
る
人
も
、
紙
面
を
見
せ
る
と

「
い
い
ね
」「
広
報
誌
っ
ぽ
い
」「
高
級
感
が
あ
る
」
と
驚
く
。

　そ
う
か
、
業
務
で
使
用
し
て
い
る
Ａ
４
横
書
き
に
あ
ま

り
に
も
慣
れ
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
来
る

原
稿
来
る
原
稿
、み
ん
な
固
い
の
も
、業
務
の
た
め
に
ワ
ー

プ
ロ
ソ
フ
ト
で
横
に
書
い
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
書
き
直

し
て
い
る
せ
い
な
の
で
は
？

　縦
に
す
れ
ば
世
界
観
が
変

わ
る
か
も
？

　さ
て
、こ
の
原
稿
を
縦
書
き
に
し
て
み
よ
う
。
あ
ら
っ
、

何
も
し
な
い
と
「A4

」
や
「D

TP

」
が
寝
て
し
ま
う
け

ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
。「
Ａ
４
」
と
一
文
字
ず

つ
縦
に
す
る
か
、「
A4
」と
横
並
び
で
90
度
回
転
さ
せ
る
か
、

ほ
ほ
う
、こ
れ
ら
を
「
縦
中
横
」
と
言
う
そ
う
な
。「
Ａ
四
」

と
漢
数
字
に
す
る
手
も
あ
る
。
う
ー
ん
、
や
っ
ぱ
り
奥
深

い
。

（
総
務
課
編
集
係

　俵
餅
）

「縦書きがいいね」と
君が言ったから
「縦書きがいいね」と
君が言ったから
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電
子
展
示
会
「
あ
の
人
の
直
筆
」
英
語
版
提
供

開
始

　

4
月
18
日
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
電
子
展
示
会

「
あ
の
人
の
直
筆
」
英
語
版
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

電
子
展
示
会
「
あ
の
人
の
直
筆
」
は
平
成
26
年
秋
に
開

催
し
た
企
画
展
示
「
あ
の
人
の
直
筆
」
を
も
と
に
作
成

し
た
も
の
で
、
日
本
の
近
世
か
ら
昭
和
に
か
け
て
各
分

野
で
活
躍
し
た
有
名
人
約
１
２
０
人
の
書
簡
や
葉
書
等

の
直
筆
資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
版
は
平
成

28
年
8
月
30
日
に
提
供
を
開
始
し
て
お
り
、
今
回
英
語

版
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
英
語
版
が
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
「
あ
の
人
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に

資
料
を
追
加
し
ま
し
た

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
3
月
14
日
に
以
下
の
約
３
万
２
千
点

を
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」 

に
追
加
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
が
「
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
総

数
は
約
２
６
５
万
点
に
な
り
ま
し
た
。

 

コレクション 追加数 公開範囲*
図書 約4,300点 館内限定
雑誌 約1,400点 館内限定
古典籍資料 約1,400点 インターネット
憲政資料 約1,000点 インターネット

日本占領関係
資料

連合国軍最高司令部
(GHQ/SCAP)文書 約17,600点 インターネット (一部館内限定)

極東軍文書 約100点 館内限定
プランゲ文庫 図書 約1,400点 館内限定

録音・映像
関係資料

録音資料 約100点 館内限定
脚本 約3,000点 館内限定 (一部インターネット)

他機関デジタル
化資料

愛・地球博** 約300点 館内限定
内務省検閲発禁図書 約1,300点 館内限定 (一部インターネット)

*本文をインターネット公開していない資料についても、書誌事項（タイトル、著者等）はインターネットから検索できます。
**2005年日本国際博覧会に関するデジタル化資料です。動画を中心に、記録集(図書)も一部収録しています。

http://www.ndl.go.jp/jikihitsu/e/

「国立国会図書館デジタルコレクション」（http://dl.ndl.go.jp/）に追加した資料

N D L  T o p i c s
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N D L  T o p i c s
関
西
館
の
開
館
時
間
を
30
分
繰
上
げ
ま
し
た

　

関
西
館
で
は
、
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
き
や
す
く
す
る
た
め
、

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、
開
館
時
間
を
30
分
繰
上
げ
、
午
前

9
時
30
分
か
ら
と
し
ま
し
た
。

※
な
お
、
書
庫
資
料
の
請
求
や
複
写
の
受
付
開
始
時
間
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
午
前
10
時
で
す
。

こ
ど
も
の
日
お
た
の
し
み
会

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
に
、

お
た
の
し
み
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

5
月
5
日
（
祝
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
、
15
時
～
（
各
回
40
分
程
度
）

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館　

レ
ン
ガ
棟　

３
Ｆ
ホ
ー
ル

○
内
容　

お
は
な
し
（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）、
大
型
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど

○
対
象　

4
歳
以
上
の
方　

各
回
30
名
程
度
（
先
着
順
、
予
約

不
要
）　

※
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

○
問
合
せ
先　

　
　

国
立
国
会
図
書
館 

国
際
子
ど
も
図
書
館

　
　

児
童
サ
ー
ビ
ス
課 

児
童
サ
ー
ビ
ス
運
営
係

　
　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
６
７

新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
７
１
号

特
集
「
格
差
問
題
を
め
ぐ
る
主
要
国
の
立
法
」

労
働
力
の
革
新
及
び
機
会
に
関
す
る
法
律

　

―
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
就
業
支
援
の
取
組
―

欧
州
困
窮
者
援
助
基
金
（
Ｆ
Ｅ
Ａ
Ｄ
）
に
関
す
る
規
則

　

―
貧
困
克
服
を
目
指
す
Ｅ
Ｕ
の
加
盟
国
支
援
―

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
教
育
改
革
の
試
み

　

―
ア
カ
デ
ミ
ー
政
策
を
め
ぐ
っ
て
―

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
平
等
と
市
民
性
に
関
す
る
法
律
の
制
定

ド
イ
ツ
の
連
邦
奨
学
金
制
度　

―
職
業
資
格
の
取
得
の
助
成
―

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
労
働
規
制
改
革

　

―
就
労
に
お
け
る
格
差
へ
の
対
応
―

ロ
シ
ア
に
お
け
る
貧
困
対
策

　

―
ロ
シ
ア
連
邦
国
家
社
会
扶
助
法
を
中
心
に
―

韓
国
の
奨
学
金
制
度　

―
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
を
中
心
に
―

中
国
の
慈
善
法
と
慈
善
事
業
の
発
展

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

７
９
４
号

待
機
児
童
対
策
の
20
年
と
現
在
の
課
題

地
方
税
制
の
抜
本
改
革
を
め
ぐ
る
論
点
整
理

　

―
課
税
自
主
権
拡
大
と
租
税
外
部
効
果
の
観
点
か
ら
―

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
偽
装
携
帯
電
話
基
地
局
を
使
用
し
た
通
信
傍
受

法
制

小
特
集
「
欧
州
各
国
に
お
け
る
憲
法
の
諸
相
」

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
連
邦
政
府
内
部
の
憲
法
適
合
性
審
査

FO
REIG

N LEG
ISLATIO

N
 

外
国
の
立
法	

N
o

.271  M
a

rc
h

 2017

国
立
国
会
図
書
館

ISBN978-4-87582-798-6

Research & Legislative Reference Bureau　National Diet Library

FOREIGN
LEGISLATION

ISSN 0433-096X

外国の立法
立法情報・翻訳・解説

Legislative Information, Translation and Analysis

No.271 March 2017
特集：格差問題をめぐる主要国の立法
アメリカ　労働力の革新及び機会に関する法律
ＥＵ　　　欧州困窮者援助基金に関する規則
イギリス　教育改革の試み
フランス　平等と市民性に関する法律の制定
ドイツ　　連邦奨学金制度
イタリア　労働規制改革
ロシア　　国家社会扶助法
韓国　　　奨学金制度
中国　　　慈善法と慈善事業の発展

国立国会図書館調査及び立法考査局
Research & Legislative Reference Bureau

National Diet Library

A4 274頁 季刊 1,800円（税別）　
発売　日本図書館協会
（ISBN　978-4-87582-798-6）

閲覧サービス

閲覧時間 9時30分～18時

書庫資料請求の受付 
（登録利用者のみ） 10時～17時15分

資料取寄せの受付
（登録利用者のみ） 9時30分～17時30分

複写サービス

即日複写受付 10時～17時

電子情報の印刷
（マイクロ資料の印刷を含む。） 10時～17時

セルフ複写受付 10時～17時30分

後日郵送複写受付
（登録利用者のみ） 10時～17時45分

資料案内（レファレンス） 9時30分～18時

利用者登録受付 9時30分～18時

4月1日以降の関西館の各種来館サービスの利用時間
＊太字下線部は、開始時間を繰り上げたサービス

前回の様子
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―
ベ
ル
リ
ン
調
査
報
告
―

　

英
国
憲
法
に
お
け
る
国
王
と
行
政
権

　

憲
法
改
正
手
続
の
特
例
に
よ
る
憲
法
改
正
の
是
非

　
　

―
イ
タ
リ
ア
と
ベ
ル
ギ
ー
の
事
例
―

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
３
１
号

水
損
資
料
を
救
う
た
め
に

学
校
図
書
館
を
ひ
ら
く

　

―
東
京
・
学
校
図
書
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
試
み
―

ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
の
利
活
用
に
向
け
た
動
き

　

―
世
界
の
潮
流
と
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
の
取
組
―

ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
（
Ｄ
Ｎ
Ｂ
）
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
対

象
に
し
た
自
動
分
類

〈
動
向
レ
ビ
ュ
ー
〉

デ
ジ
タ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
変
化

共
同
運
用
に
よ
る
図
書
館
シ
ス
テ
ム
導
入
の
新
た
な
可
能
性

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３（
３
５
２
３
）０
８
１
２

平
成
28
年
度
納
本
制
度
審
議
会
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の

補
償
に
関
す
る
小
委
員
会
（
第
1
回
）
お
よ
び
第
28

回
納
本
制
度
審
議
会

　

3
月
16
日
、
平
成
28
年
度
納
本
制
度
審
議
会
オ
ン
ラ
イ
ン
資

料
の
補
償
に
関
す
る
小
委
員
会
（
第
1
回
）
お
よ
び
第
28
回
納

本
制
度
審
議
会
が
、
審
議
会
委
員
12
名
、
専
門
委
員
3
名
が
出

席
し
て
東
京
本
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
12
月
1
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
電

子
書
籍
・
電
子
雑
誌
収
集
実
証
実
験
事
業
の
現
状
に
つ
い
て
、

事
務
局
か
ら
報
告
を
行
い
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
委
員
会
終
了
後
開
催
さ
れ
た
審
議
会
で
は
、
ま
ず
、
第
13

回
お
よ
び
第
14
回
の
代
償
金
部
会
の
調
査
審
議
の
経
過
に
つ
い

て
、斎
藤
誠
部
会
長
が
報
告
を
行
い
、質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
局
か
ら
、
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌
収
集
実
証
実
験

事
業
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い

て
、
小
委
員
会
に
お
け
る
議
論
が
福
井
健
策
小
委
員
長
か
ら
紹

介
さ
れ
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
平
成
29
年
3
月
16
日
現
在
）

会
長

 

中
山　

信
弘 

明
治
大
学
特
任
教
授
、
東
京
大
学
名
誉
教
授

会
長
代
理

 

福
井　

健
策 

弁
護
士

委
員

 

植
村　

八
潮 

専
修
大
学
文
学
部
教
授

 

江
上　

節
子 

武
蔵
大
学
社
会
学
部
教
授

 

遠
藤　

薫 

学
習
院
大
学
法
学
部
教
授

 

相
賀　

昌
宏 

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

 

角
川　

歴
彦 

株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
取
締
役
会
長

 

斎
藤　

誠 

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

 

斉
藤　

正
明 

一
般
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会
長

 

鹿
谷　

史
明 

一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長

 

白
石　

 

興
二
郎 

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長

 

永
江　

朗 

公
益
社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
電
子
書
籍
出
版
検

 
 

　

討
委
員
会
委
員
長

 

根
本　

彰 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

 

野
原 　

佐
和
子 

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
特

 
 

　

任
教
授

 

平
林　

彰 

一
般
社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会
長

専
門
委
員

 

佐
々
木　

隆
一 

一
般
社
団
法
人
電
子
出
版
制
作
・
流
通
協
議
会
監
事

 

三
瓶　

徹 

一
般
社
団
法
人
日
本
電
子
出
版
協
会
事
務
局
長

 

樋
口　

清
一 

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
事
務
局
長

○
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
補
償
に
関
す
る
小
委
員
会
所
属
委
員
・
専
門
委
員

福
井
健
策
（
小
委
員
長
）、
植
村
八
潮
、
遠
藤
薫
、
斎
藤
誠
、
永
江
朗
、　

根
本
彰
、
佐
々
木
隆
一
、三
瓶
徹
、
樋
口
清
一
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お
も
な
人
事

<
辞
職>

平
成
29
年
3
月
31
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
主
任

 

石
川　

武
敏

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
主
任

 

福
士　

輝
美

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
調
査
室
主
任 

  
 

山
口　

和
人

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室
主
任

 

小
林　

信
一

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
主
任 

 

堀
部　
　

貢

<

異
動>　

※
（　

）
内
は
前
職

平
成
29
年
４
月
1
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立

法
考
査
局
長
、
総
合
調
査
室
主
任
事
務
取
扱
） 

坂
田　

和
光

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
） 

佐
藤　

毅
彦

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
主
任
（
専

門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
付
）

 

山
田　

敏
之

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室
主
任
（
専

門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
、
文
教
科
学

技
術
調
査
室
付
兼
務
） 

豊
田　
　

透

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
調
査
室
主
任
（
衆
議
院

法
制
局
第
一
部
長
） 

大
嵜　

康
弘

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
主
任
（
専
門
調

査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
付
） 

岡
村
美
保
子

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
（
主
幹　

調
査
及

び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
） 

岩
澤　
　

聡

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
主
任
（
主

幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
） 

原
田　

圭
子

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
（
司
書
監　

利
用
者
サ
ー

ビ
ス
部
付
） 

渡
邊　

幸
秀

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
付
（
主
幹　

調
査
及
び

立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
付
） 

小
池　

拓
自

司
書
監　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
付
（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
副
部
長
、
サ
ー

ビ
ス
企
画
課
長
事
務
取
扱
） 

遊
佐　

啓
之

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
、
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

課
長
事
務
取
扱
（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
長
）

 

森
田　

倫
子

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
調
査
室
付
、
政
治
議
会
課
長

事
務
取
扱
（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
課
長
） 

小
林　

公
夫

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
（
調
査
及
び
立

法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
課
長
） 

鈴
木　
　

滋

主
幹　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
（
主
幹　

調
査

及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
付
、
社
会
労
働
課
長
事
務
取
扱
） 

 

泉　

眞
樹
子

<

異
動>　

※
（　

）
内
は
前
職

平
成
29
年
4
月
2
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
土
交
通
調
査
室
主
任
（
専
門
調

査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
土
交
通
調
査
室
主
任
、
農
林
環
境
調
査
室

主
任
兼
務
） 

山
﨑    　

治

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
農
林
環
境
調
査
室
主
任

 

須
藤　
　

晋
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28 かくし

５
月
25
日
は
納
本
制
度
の
日

年後もよみたい
国立国会図書館は、 納本をお待ちしています。

図
書
、
雑
誌
、
新
聞
、
音
楽
Ｃ
Ｄ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
楽
譜
、
地
図…

…

国
立
国
会
図
書
館
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
「
納
本
制
度
」
に
基
づ
き
、
日
本
で
発
行
さ
れ
た
出
版
物
を
広
く
収
集
し
て
い
ま
す
。

納
め
ら
れ
た
出
版
物
は
、
現
在
と
未
来
の
多
く
の
読
者
の
た
め
に
、
日
本
の
文
化
的
財
産
と
し
て
、
長
く
保
存
さ
れ
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
昭
和
23
年
５
月
25
日
に
最
初
の
納
本
を
受
け
付
け
た
こ
と
を
記
念
し
、

毎
年
こ
の
日
を
「
納
本
制
度
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

納本制度のページ　http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/deposit.html
（国立国会図書館ホームページトップ＞国立国会図書館について＞資料収集・保存：納本制度）

○お問い合わせ先　国立国会図書館　電話03-3581-2331（代表）
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